
 
ふるさとを愛し，自ら夢を持ち，心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成  ～ 人をつなぐ 未来へつなぐ ～ 
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アスリートの姿や思いを自分自身の力に・・・ 

７月・８月と感染状況が改善されず，いつも通りの夏休みとならなかった方が多かったのではな

いでしょうか。特に，家族内に感染者や濃厚接触者を抱えることになったご家庭は，生活の制限が

加わるだけでなく，気持ちの面でも負担感が大きかったと推察します。２学期初め，辛さを抱えた

児童生徒には，「大丈夫だった？」「回復してよかったね」と優しい気持ちで接することが大事だと

思っています。コロナ禍は，私たちの「優しい気持ち」を育ててくれる時でもあります。 

東京オリンピック・パラリンピックでは，自分の限界に挑戦してきたアスリートが躍動する場面

を見ることができました。報道によると，オリンピックの開会式を視聴したのは全世界では６憶人

（推定）で，開催国である日本は７０００万人以上が視聴したそうです。その後，８月１日までの

時点で何らかの競技を視聴したのは，国民の９割（1,1350万人）だそうです。アスリートの姿を

目にして，引き込まれるように見入ってしまった人，そのプレーだけでなく，言葉や涙に触れて感

動した人も多かったことでしょう。開催が１年延期となり，体調管理や向上心を持ち続けることが

大変だったなか，その活躍は見るものの心を打ちました。本物に触れた時の感動は，人生の大事な

体験の一つだと思います。ぜひ，自分自身の力に変えていってください。私自身は，卓球混合ダブ

ルスの水谷・伊藤ペアの準々決勝ドイツ戦の「マッチポイントを握られてからのありえないような

大逆転劇」，そして「初めて日本卓球界に金メダルをもたらした熱戦」に感動しました。 

感染状況は，ようやく第五波のピークが見えてきた状況です。感染者数は全国で広がりを見せて

いて，学校生活への不安も大きいと思います。８月２７・３１日に保護者メールでお知らせしたと

おり，学校は，「感染予防を強化し，教育活動の一部を制限しながら学校での学びを継続していく」

という立場です。これは，市内公立学校共通の方針です。今後の感染状況によっては「学級閉鎖」

や「学校閉鎖（休校）」の可能性もあります。９月から４年生以上に一人一台の配付となるタブレ

ットの活用を進めながら，最善策を講じて参りたいと思っています。各家庭においても，「体調不

良の場合は，無理して登校しない」という点について，再度徹底していただきたいと思います。 

さて，２年半に及んだ塩浜学園の建て替え工事が完了しま

した。８月下旬には，新校舎の一年点検で出された修繕箇所の

補強・改修工事もしていただきました。これからは，「新生 塩

浜学園」として，木の温もりを感じる素敵な校舎・他校にはな

い新しい空間などを有効に活用して参りたいと思います。 
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校 長 松井 聰 

令和３年９月１日発行 
塩浜学園 HP 

各学校が育てたブルガリア新体操チーム応援の花（塩浜学園も含む）が，国府台スポーツセンターで咲いていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

学校評価への対応について 

７月はじめの学校評価アンケートの提出者は３５０名で，提出率は８５％でした。別紙に本校の

昨年度との比較・市内平均との比較を記載します。なお，集計・分析については，学校評価は，「１

～６年」と「７～９年」を分けて行います。市内平均との比較もそれぞれ全小学校と

の比較・全中学との比較となっています。印刷して配付するものはモノクロ（表・裏）

です。カラー版を塩浜学園 HP に掲載しますので，こちらをご参照ください。→ 

アンケートの裏面の「塩浜学園をよくするための意見・感想」に記載していただい

た方は，４５名でした。貴重な意見，ありがとうございました。ご意見については管理職が集計・

分析し，８月末の職員会議にて共有しました。意見の種類別に「学校運営 12・教職員１４・行事２・

施設２・生活８・安全９・学習１１（数字は意見の数・複数意見あり）」の７つのカテゴリーに分類

しました。感謝の言葉を寄せていただいたのが１６件もありました。教職員の励みとなります。あ

りがとうございました。意見は，「至急対応・対応・検討・見送り」の４つに分けました。特に，

安全面のご指摘については「至急対応」として既に動きだしています。こちらは内部資料にとどめ，

個々に回答することは致しませんが，ポイントを絞って今後の教育活動に生かして参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値の分析 

保護者アンケートの結果は，別紙（モノクロ）でお知らせします。真ん中

に見えるカラーの部分は，肯定的評価（４＋３）のパーセントで，数値に

よって色分け（カラースケール）しています。課題としてあげられるの

は，前期課程は「規則正しい生活習慣」で，後期課程は「わからないこと

を自ら調べる」です。児童生徒の姿が変容するように支援していきます。 

 
記述の分析 

７つのカテゴリーにおける内容の内訳は，感謝１６・至急対応４・対応１

７・検討１５・見送り４となりました。対応は，８月末の職員会議で意見

を共有し，それぞれの立場で生かします。検討は，教職員の役割分担に沿

って組織で進めます。また，学校運営協議会においても検討します。 

 

 

【重要】２学期を迎えるにあたっての留意事項について（８月２７日・３１日メール配信済み） 

「緊急事態宣言発出時における教育活動等について」→① 

「新たな学校生活スタイルガイドライン  R3.9版」→② 

なお，合唱・合奏が当面の間休止となるため，予定した日の 

「潮香祭」は中止とします。各学年の学習活動の状況をふまえて，代替の活動を検討します。 

   

① ② 

【重要】通学路の安全確保について（８月３１日メール配信済み） 

行徳高校前の歩道にガードレールをつける工事をしています。塩浜学園

前は、一区間だけ空いてます。横断歩道の設置はこれからになります。 

   



ちょっといい話 

本校の２年生保護者から，とても嬉しい話を伺いました。子どもたちの優しい心が育っています。

第６号（６／１６発行）に続くちょっといい話です！ 以下，要約してお伝えします。 

 娘が担任の先生に「今日は，おじいちゃんの誕生日なんだ」と伝えたところ，担任の先生がクラ

スで紹介してくれたそうです。放課後，そのおじいちゃんが迎えに行った際にクラスのお友達から

「おじいちゃん，誕生日おめでとう」と言ってもらえたそうです。ふだん知らない子からも声をか

けてもらえて，おじいちゃんはとっても嬉しかったとのことです。 

塩浜学園ナウ  学校の教育活動の様子などをお知らせします 

★ 女子ソフトテニス部が、総体（市川浦安支部）で３位となり、県大会に出場しました。 

■ インターネットトラブル防止講演会を実施しました（７月 1５日 ５～９年生対象） 

近年，青少年期の取り巻く環境の変化から，多様な犯罪が 

発生しており，とりわけインターネットやスマートフォン， 

SNS絡みの犯罪が多く，その防止が喫緊の課題となってい 

ます。本校でもインターネットやスマートフォン，SNSを 

使用する児童生徒が増えています。少年センターの方のお 

話を聞き，本校児童生徒たちがインターネットやスマート 

フォン，SNSを正しく使用するための知識や心構えを学び 

ました。各自が気を付けていくとともに，ご家庭でも関心をもっていただきたいと思います。 

■ 年金の特別授業を実施しました 

 ７月１２日（月），市内で２クラス限定となる「年金 

の特別授業」が本校の８年２組で行われました。講師 

をしてくださったのは，厚生労働省 年金局 総務課 年 

金広報企画室長の古川弘嗣さん。これから若い世代に 

年金についてどのように広報していくのか・・・の具 

体的な取り組みの一環としての特別授業でした。事前 

に準備していただいたスライドに沿いながら，生徒の 

理解が進むように，丁寧にお話ししていただきました。 

■ 仲良し清掃（７月１６日） 

 縦割り活動の顔合わせに続き，仲良し清掃を実施しまし 

た。５０分間，しっかりと時間をかけて，９年生から１年 

生が力を合わせて所定の場所をきれいにしました。 

■ 塩浜ふるさと防災科 ～３年生の学習～ 

７月６日（火）１・２時間目に，３年生がハイタウン塩浜の環境ボランティアさんからお話を

伺いました。場所は，西側のプレイロット。地域に出向いての学習でした。ここから深めていく 

ことになります。夏季休業中には，職員が地域の方々と綿密な打ち合わせを実施しています。 



塩浜学園の先生方と若者たちへのメッセージ 第６弾 
「スペシャル・トーク」の第６弾は，７月に年金の授業をしてくださっ

た厚生労働省の古川弘継さん。（前出）実際に本校で授業した感想なども

含めてメッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オレンジキャプの皆様 お世話になってます 
雨の日も風の日も，オレンジキャップの皆様には，通学路

の見守りをしていただいています。右の写真は，バス停前に

集まっていた児童生徒と一緒に撮影したもです。１学期の

終業式のもの。制服姿の中学生は，小さいころよりずっと見

守っていただいています。 

 

地域の方々を対象とした「学校見学会」を実施しました 
前号でお伝えした「塩浜の風 地域版」を８月上旬に配付しました。その中

で，「学校見学会」の案内をしたところ，８月２３日・２４日の２日間で１６名

の方々が参加してくれました。「はまっこボイス」に実施後のインタビューを掲

載します。 ※ HPに掲載：QRコード参照 

 

はまっこサポート あいさつ運動を展開してます！ 
「はまっこサポート」の一環で「あいさつ運動」を行っています。９月７日（火）までやってい

ます。保護者皆様も，飛び入りの参加も大歓迎です。朝７：５０～８：１０です。地域の活動です

が，保護者の皆さまもお時間のある方は，ご参加ください。参加者には，「はまっこサポート」の

カードと帽子を進呈いたします。当日，正門前においでください。１日だけでも結構です。 

 

塩浜 SCさんより，「ひな壇」を寄贈していただきました！ 
活動休止にともない，これまでの活動費の余剰分を学校のために役立ててほしいとのありがたい

お申し出をいただき，検討した結果，潮香祭などで活用する「ひな壇」を買っていただきました。

７月末に納品され，「塩浜 SCより寄贈」のシールを貼りました。ありがとうございました。 

よりよい学校教育を通じて 

よりより社会を創るために 
コミュニティ・スクール 

「生徒たちは，よく聞いていました。今後，ゆっくりと理解していくと思いま

す。」授業終了後に松井校長先生からこんな言葉をいただいた。 

若い世代と一緒に年金について考えたい。そんな想いが，様々な縁を繋ぎ，た

どり着いた塩浜学園。30 年前，自分が中学生だった時分を思い出し，古めかし

く，でもどこか懐かしい感じのする学び舎を想像しながら向かったその先に現れ

たのは，とても新しく，モダンな校舎だった。 

 ※ 全文は HP「スペシャル・トーク」に掲載：QRコード参照 

スペシャル 
トーク 
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